
I 調査の概要
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令和6年度全国学力・学習状況調査

<長崎県の結果の概要>

目 的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観′煮から、全国的な児童生徒
の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改

善を図るとともに、学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の

改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的

な検証改善サイクルを確立する。

2 実施対象
県内公立学校の以下の学年の、原則として全児童生徒を対象とする。

O小学校調査…小学校第6学年、義務教育学校前期課程第 6学年、
特別支援学校小学部第 6学年

O中学校調査…中学校第 3学年、義務教育学校後期課程第 3学年、
特別支援学校中学部第 3学年

3 調査内容
(1)児童生徒に対する調査
①教科に関する調査…小学校調査 :国語、算数

中学校調査 :国語、数学

②質問調査

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査

(2)学校に対する調査
学校における指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の

状況等に関する調査

4 調査期日
O令和 6年 4月 18日 (木)

5 調査実施絞数及び児童生徒数
(1)実施校数468校 (調査対象者の在籍する学校の総数468校 )

(小学校 :301校、中学校 :165校、義務教育学校 :2校)

(2)参加児童生徒数
○ 河ヽ学校6年生
O中学校3年生

10,
9,

394人
839人



全国学力日学習状況調査「結果の概要」

可 教科に関する調査

1 平均正答率及び平均正答数
(上段 :平均正答率 下段 :平均正答数)

<参考 1>前回 (令和 5年度)の調査結果
(公立小 。中。義務教育学校、県立中・特別J支援学校)

県全体

(公立小。中・義務教育学校、県立中・特別支援学校)

小学校 中学校

教科 本県 全国 教科 本県 全国

国語
67 67.7

国語
56 58。 1

9.4/14 9.5/14 8.4/15 8.7/15

算数
62 63.4

数学
49 52.5

9.9/16 10。 1/16 7.9/16 8.4/16

校種 郷 本県 全国

′Jヽ学姉交

国 語 66 67.2

算 数 60 62.5

中抑

国 語 69 69,8

数 学 48 51,0

英 語 40 45.6

英 語

晴舌ナことJ

12.4

2



2 結果の総括

(1)県全体の平均正答率
◇ 小学校では、国語で 0。 7ポイント、算数で1.4ポイント全国平均を下
回つた。

◇ 中学校では、国語で2.1ポイント、数学で3.5ポイント全国平均を下
回つた。

(2)各教科の本県児童生徒の課題と結果 ※詳細劇□参照
(太字は令和5年度に設定した重J点課題であり、引き続き課題となっている)

課  題 問題番号
平均正答率

全国 本県 自校

/Jヽ

学

校

国

五
日口

条件に合わせて書く 2 56.6 56.7

漢字を文の中で正しく使 う ア2 43.4 40.0

算

数

体積の求め方を式に表す (3)3 36.5 33,0

割合の意味を理解する (4)4 54.1 49.8

中

学

校

国

菰
H口

話の展開を提え、条件に合わ

せて書く

四2 42.6 37.6

49.3 46.4

数

学

用語の意味を正しく理解ナ

る

(1)7 74.3 70.6

(3)7 48.5 46.1

問題解決の方法を数学的に

説明する
(2)8 1 7 1 16.2
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2 質問調査

◇道徳性については継続的に全国平均を上回つており、「人の役に立つ人
間になりたい」「いじめはどんな理由があつてもいけない」と思ってい
る児童生徒の割合は、令和 5年度に引き続き95%を超えている。
◇ 「自分には、よいところがある」「将来の夢や目標を持っている」と回
答した児童生徒の割合は、令和 5年度に引き続き全国平均を上回つてお
り、自分自身や自分の将来について、肯定的に捉えている。

(参考)長崎県「学びの活性化プロジェクト」指標
・授業では、自分で考え、自分から取り組んでいますか。
・学校外での平日の勉強時間 (小 lH以上/中 2H以上)

目標値 90%
目標値 小 65% 中41%

◇ 「授業では、自分で考え、自分から取り組んでいる」と回答した児童生
徒の割合は、令和 5年度に引き続き全国平均を下回つている。

◇ 「授業以外に 1時間以上 (中学校は 2時間以上)の学習をしている (月
～金)」 と回答した児童生徒の割合は、小学校においては令和 5年度に
引き続き全国平均をわずかに下回つている。中学校においては、令和 5
年度に引き続き全国平均を大きく下回つている (8。 9ポイント)。

◇ 「授業の内容はよく分かる」と回答した児童生徒の割合は、全国平均を
わずかに下回つている。

4

′lヽ   ! 中 学  校
調査項目 R5

1全国比

R6

1全国世

R5

1全国比

R6

1全国比

本県 96.9 本県 96.7 本県 95.8 本県 96.1
1 人の役に立つ人間になりたい

全国 95.9
+10
全国 95.9

+0.8
全国 94.6

+1.2
全国 95.2

+09

本県 97.4 本県 97.2 本県 96.5 本県 96.6
2 いじめはどんな理由があつてもいけない

全国 96.9

+0.5
全国 96.7

+0.5
全国 95.5

+10
全国 95.7

+0.9

本県 85.9 本県 85.6 本県 82.1 本県 85.8
3 自分には、よいところがある

全国 83.5
+2.4
全国 84.1

+1.5
全国 80.0

+2.1

全 国 83.3
+2.5

本県 844 本県 842 本県 68.4 本県 676
4 将来の夢や日標を持つている

全国 81.5
+29
全国 82.4

+18
全国 66.3

+2.1

全国 66.9

+1.3

l 校
調査項目 R5

I全 国 LL

R6

1全国比

R5

1全国比

R6

1全 国ヒ

本県 78.1 本県 8■2 本県 78.6 本県 78.4
1
授業では、自分で考え、自分から取り組
んでいる 全国 78.8

-0。 7
全国 81.9

-0。7
全国 79.2

-0.6

全国 80.3

-1.9

本県 56.8 本県 543 本県 25.4 本県 22.8
2 授業以外に

1時間以上(中学校は2時間
以上)の学習をしている(月 ～金) 全国 57.1

-03
全国 54:6

-0.3

全国 33.7

-83
全国 31.7

-8。9

本県 82.8 本県 83.5 本県 76.5 本県 78.7
3 授業の内容はよく分かる

全国 83.4
-06
全国 84.2

-07
全国 76.3

+01
全国 79.3

-06



中 学  校
R5

1全 国比

R6

1全国とと

R5

1全国比

R6

1全国比

調査項目

本県 78.2 本県 841 本県 67.8 本県 78.6

全国 768
+1,4
全国 83.5

+O.6
全 国 63.9

+3.9
全 国 76.1

+251

地域や社会をよくするために何かしてみ
たいと思う ※R4は「何かすべきかを考え
ること力ぐある」

◇ 「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」と回答した児童
生徒の割合は、令和 5年度に引き続き全国平均を上回つており、地域や
社会への関心の高さがうかがえる。

◇ 「授業でPC・ タブレットなどの ICT機器を週 1回以上使用してい
る」と回答した児童生徒の割合は、令和 5年度に引き続き全国平均を上
回つてい る。

◇授業以外に、一日当たり1時間以上PC・ タブレットなどの ICT機器
を勉強のために使つている児童生徒の割合は、小学校では令和 5年度に
引き続き全国平均を上回つている。

調査項目

′Jヽ   :

R5

1全国比

R6

1全国比

R5

1全国比

R6

1全国比

1
授業でPotタブレットなどのlCT機器を週
¬回以上使用している

本県 880 +17 本県
85,8
+0.3
本県 907 +32

本県 90.6
+1.6

全国 86.3 全国 85.5 全国 87.5 全国 89.0

2
授業以外に、1日 当たり1時間以上PC・タ
ブレットなどのICT機器を勉強のために
使っている(月 ～金)

本県 19.5 +16 本県
228
+30 本県

12.4
-1.0
本県 16.0 -06

全 国 17.9 全 国 198 全国 可3.4 全国 16.6
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3 各教科の状況

小学校国語

□二 条件に合わせて書く R5重点課題
。目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる問題です。

（条
件
〉

〇
　
「た
て
わ
り
造
び
」
の
よ
き
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
書
く
こ
と
。

Ｏ

【高
山
さ
ん
の
裏
材
メ
モ
】
の
下
観
生
に
関
い
た
こ
と
か
ら
雷
蕪
や
支
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。

〇
　
六
十
学
以
上
、
百
学
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。

I高 山きんの文章】

みんな仲良し「たてわりはん」

わたしたちの学校に1よ、 1年生から6年生圭でのアンバーゆく、
日しはんで活動する「たてわけほん1の TRり 嬢〕とtあ ります。
「遅勤書」や「たてわり選び」を重して、ちリヤう学年の人とも仲費く
■り圭す。

「理働会とは,「 たてわりはんJごピにな、4,貴の色 決々め、
3と対こ→で行いとす。工BA生が下嵌生に蔦えんの仕方を救えたり.

平妍泳毒上4ヨtttをゼぜ警゙岳二年争七蕉&市l'言ミュ
といっしょに蕊えんして熟い気詩うによる」という5年生″い

=す
。

この
=う
に、「運働義」のよいところに、みんオのせ,t一 つになる

ところだと患います。

「たてわり遊び」は 苺月1コ 休み崎蘭r「たてわりはん」で邊,下
活動です。とんなウt秦 しいるように、6年生じt,避 びたいことと
下嵌■に旧いたり、ルールをく,ユ、うしたりと

=す
。偶え1と ドッジ

ボールで1■ .工緻生サti監くからボールt ■げるようにしていとす

I高山さんの取材メモ】

fたており遊び」について

6年生力fくふうしていること
0避びたいことを下候■に聞く
0ルールをく、S、 うする
ドッジボール エ嵌生1よ近くからボールを■げる

下観生に闘いたこと

01年生 お兄さんやお赫さんと遠べて要とりヽった
03年生 好きな遊びや新しい女進ゆ彎 えた
04年生 とんなが桑とそうでう■しかった

み ん 魔 し

たてわり遊び
元気
`あ
いさつ

亀いきでも
先生にも

'枚
はんでも

連載,会

たておりはんごとに

色
=決
める 枚皮が広い

伝撹
・事葉主お(多 い
,枚歌

おいしい始食

学技ですてた野菜が

使われることがある

わたしたちの

手枝のよさ

〔高山さんのメモ:

【高山さんの考え】

「たてわり逹び」と ,建勤会Jlよ  どちらも
1年生から6年二■でが同じ「たてわけはん」で
活動していて みんオお=仲衰とに■る。このことお(
学校の一書のまさだと罵うから、文章(奪 こう。

考

え

た

「
た

て

わ

り

避
び

」

の
よ

さ

を

ｅ

こ
う

と

こ

て

い
と

す

。

あ

な

た

が

高

山

さ

れ

な

ら

白

感

を

ど

の
よ

う

に
書

と

〓

す

か

。
輝
刃

郵
馴
理

η

喧

剣
４

Ч

「

と

を

と

し

と
う

。

一一
　

蔦
”
さ
ん

は
、

次

の

【
高
山

さ
ん
の
文
章
】

の

日
旧
旧
口

に

、

【
高

山

さ

ん

の

取

材

メ

モ

】

を

と

と

に

し

て

で
す
。

こ
れ
ら
を
よ
く
読
ん

で
，
あ
と
の
開

い
に
答
え
と
し

■
―
．

高

”

さ

ん

の

学

級

で

強

、

事

故

の

よ

さ

を

伝

え

る

文

章

セ

奮

ぐ

こ

と

に

し

ま

し

た

。

再

”

さ

ん

歓

、

学

校

の

■

き

ｔ

オ

え

ｔ

が

ら

メ

モ

ｔ

奪

き

、

文

章

に

書

く

こ

と

を

洪

あ

と

し

た

。

次

は

、

【
語

山

さ

れ

の

メ

モ

】

と

【
嵐

山

さ

ん

の

を

え

】

〇
。
。

堂
高 山 さん

に

入

る

(正答例)
「お兄さんやお姉さんと遊べて楽しかった」という
1年生や、rみんなが楽しそうでうれしかった」とい

う4年生がいます。このように、「たてわり遊び」の

よいところは、学年をこえた交流ができるところだ

と思います。

<状況と課題>
本間の正笞率は56.7%であり、全国平均との差は十O.1ポイントでした。解答の状

況をみると、34.7%もの児童が、「たてわり遊び」のよさについて書くことができずに

誤笞となつていました。これらの中には、「たてわり遊び」のよさについて書かなけれ

ばならないという目的を認識できなかつた児童や、「たてわり遊び」のよさについて者

えたことを、適切な観章として書き表せなかつた児童がいたと者えられます。

書く目的や意図を把握したり、自分の者えが伝わるように書き表しアjを正夫したり

することに課題があると捉えています。

☆正答率 (%)
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<自身の授業改善のポイント>
全国 56.6

本県 56.7

市町

自校



[2三l三ア 漢字を文の中で正しく使う
。学年別漢宇配当表に示されている漢宇を文の中で正しく使うことができ

るかどうかをみる問題です。

ァ
きょうざの作戦を|え たりします。

正答 :競技

I高 強さんの文章】

みんな仲良し『たてわりはん」

わたしたちの学′1交には、 1年生から6年生までのメンパーが、
回どt=ん で活動する「たてわりはん」の取り組みがあります。

「運動会」や「たてわり違び」を通して、ちがう学年の人とも仲史く

なります。

「運動会」は、「たてわりはん」ごとに赤、手、黄の色を決め、

3と対こうで行います。上級主が下撤生に応えんの仕方を教えたり、

耳勢売み寄堵4:Itぞを母ぎ 、空享ぢ七滸ご章、

り

維

といっしょに益えんして熟い気持ちになる」という5年生がいます。
このように、「運動会」のよいところは、みんなの造が一つになる

ところだと思います。

「たてわり遊び」は、4月 1口、体み時r司に「たてわりはん」で逹、i〔

活動です。みんなが楽しめるように、6年生が、避びたいことを

下級生に聞いたり、ルールをく、S、うしたりします。例えば、 ドッジ
ボールでは、上扱主が遠くからボールをィ生

げるようにしています。

☆正笞率 (%)

〓
一　
高
山
さ
ん
は
、
【落
山
さ
ん
の
文
章
】
を
読
み
邁
し
、
習
っ
て
い
る
漢
宇
が
ひ
ら
が
な
に
な
っ
て
い
た

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

部
ア
、
イ
を

漢
字
に
書
き
農
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
の

―
―
―
―

部
ア
、
イ
を
澳
宇
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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<状況と課題>

□三アの正笞率は 40。O%であり、全国平均との差は-3.4ポイントと全問題の中
で最も差が見られ、無解笞率も 1■6%と汚しくない結果でした。解答の状況をみると、

「競」の「立」の部分を「土」と解笞している児童や、「□」の剖分を「日」と解答し

ている児童が見られました。また、「技」と同じへんやつくりをもつ「投」や「枝」と

解笞している児童も見られました。

授業の中で出会わせた漢字について、家庭でも繰り返し練習し、確実に自分のもの

にさせるといつた点に課謹があると考えられます。

<自身の授業改善のポイント>
全国 43.4

本県 40.0

市町

自校



小学校算数

3 (3)体積の求め方を式に表す
・球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の

求め方を式に表すことができるかどうかをみる問題です。

(9 直イ登22 cmの球の形をしたボールがあります。

このポールがぴったり入る上方体の形をした紙の箱の体績を調ぺます。

,

この立方体の形をした紙の箱の体績が何 cmeかを求める式を音きましょう。

ただし、4氏の厚さは考えないものとします。また、計算の答えを書く強

晏はありません。

(正答 )
22X22X22

3

<拭況と課謹>
本間の正答率は、全国平均よりも 3.5ポイント低い、33.0%で した。
誤笞としては、ボールがぴったり入る立方体の「体積」について間われていることが

把握できず、円周率の 3.14を用いている式 (22× 3。14)や、遊アj体の一辺の長さは
22 cmであることを見いだせなかつたと者えられる式 (11× 1¶ Xll)がありました。
また、立方体の三辺をかけるのではなく三辺のみをかけている式 (22× 22)、 一辺を

3倍 している式 (22× 3)なども見られました。
問題を正しく把握すること、図形を構成する要素の関係 (球の直径の長さと立方体の

一辺の長さの関係)を捉えること、立方体の体積の求め方の理解が課題となつています。

☆正笞率 (%)
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<自身の授業改善のポイント>
全国 36.5

本県 033

市町

自校



4 (4)割合の意味を理解する (単位量当たりの大きさ) R5重点課題
・速さの意味について理解しているかどうかをみる。

(4)た けるさんは白転革で、家から郵便ポス トの前を通って図書館まで行

きました。家から図書館まで、 5分間かかりました。

400
道のり

3分間 2分
時閣

宗 郵1更ポスト 図書館

家から郵便ポストまでは、道のりは600mで、3分間かかり、違さは

分途 200mで した。

郵便ボストから図書館までは、道のりは400mで、2分間かかり、4さ

は分違 200mで した。

家から図書館までの自転卓の速さは、分逃何 mですか。

答えを言きましょう。

☆正答率 (%)

600

(正答 )
分速 200m

9

4

分途200m    憂  分違200m J

<状況と課題>
本間の正笞率は49.8%であり、全国平均との差が最も大きい問題でした (全国比

-4.3ポイント)。

解笞の状況をみると、27,7%の児童が、家ズ〕`ら郵便ポストまでの速さ (分速200m)

と郵便ポストから図書館までの速さ (分速200m)を足して、分速400mと解笞して
いました。また、3.7%の児童が、家から図書館までの道のりである1000mに着目し

て、分速1000mと解答していました。
速さなどの単位量当たりの大きさの意味について、日常生活の場面と関連付けて深く

理解することができていませんでした。

<自身の授業改善のポイント>
全国 54.1

本県 49.8

市町

自校



中学校国語

2 四 話の展開を捉え、条件に合わせて書く R5重点課題
。目的に応じて必要な情報に着目して要約することができるかどうかを見

る問題です。

〈を
目
す
る
肉
豊

栄
　
左
の
神
ほ
、
下
書
き
に
使

っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
畔
答
稔
必
ず
解
善
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。

決
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

四
　
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、
着
目
す
る
内
害
を
決
め
て
要
約
し
ま
す
．
決
の
ア
、
イ
か
ら

一
つ
選
ん
で

（ど
ち
ら
を
選
ん
で
も

か
ま

い
ま
せ
ん
ど

要
約
し
な
さ
い
。

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
符
側
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
な
せ
ん
。

ア
　
筆
者
が
、
豪
の
形
を
表
す
言
葉
を
と
の
よ
―
な
／
ル
‥
プ
に
分
け
、
各
グ
ル
ー
プ
に
と
の
よ
う
な
特
燎
が
あ
る
と
述
本
て
い
る
か
に
つ
い
て
。

イ
　
筆
者
が
、
数
学
や
的
理
学
な
ど
と
生
詢
学
と
で
は
、
学
問
と
し
て
と
の
よ
う
な
途

い
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
か
に
つ
い
て
。

一
選
ん
だ

（増
目
す
る
内
喜
）
を
強
り

つ
ぶ
し
を
さ
い
。

2

０

　

　

０

一口
池
会
穀

【捕
鞠
の
形
に
は
意
味
が
あ
る
」

に
よ
る
。
）

（恥
潮
疑
輔

「電
掏
つ
ル
に
は
主
昧
が
あ
る
一
に
よ
る
。す

<状況と課題>
□四の正笞率は37.6%であり、全国平均との差は-5.Oポイントと全問題の中で最
も差が見られました。解笞の状況をみると、選んだ く着目する内容〉について、あ要な

情報を適切に取り上げて要約することができていない生徒が4害」いました。これらの

中には、目的に応じて跡要な情報を不足なく取り上げられなかつた生徒がいたと者え

られます。また、く着目する内容〉を正確に捉えられず、要約する際に文章を短くする

だけに解まつている生徒がいたと者えられます。

要約に対する理解や、要約の目的を考えて賜要な情報に着目し、伝えたい内容とすれ

がないか意識して書くことに課題があると捉えています。

全国 42.6

本県 37.6

市町

自校

☆正笞率 % <自身の授業改善のポイント>
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□四 話の展開を捉え、条件に合わせて書く R5重点課題
・表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるよう

に工夫することができるかどうかをみる問題です。

圃
回
　
佐
藤
さ
ん
は
、
圏
船
の
増
側
に
、
「体
験
を
も
と
に
、
身
近
な
も
の
を
登
場
人
的
に
し
た
働
需
を
書
く
」
と
い
う
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
“
次
は
、

佐
藤
き
ん
が
構
想
を
ま
と
め
た

トノ
こ
卜
の

一
笛
こ
と

【傷
路
の
下
書
き
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
開
い
に
答
え
な
さ
い
。
含
′
―
卜
の

一

部
」
扱
ぴ

【傷
語
の
下
書
き
】
の
団
か
ら
日
は
、
避
翻
つ
番
号
を
表
し
ま
す
。）

葛
語
の
下
書
き
】

日
　
佐
盛
さ
ん
は
、
【駒
酪
の
下
書
き
】
の

日
川
口

の
諄
分
で
、
一′
―
卜
の

一
部
い
の
同
万
場
固
の

「模
」
の
心
捕
を
伝
え
て
崎
蹄
を
終
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、
と
の
よ
う
に
工
夫
し
て
書
き
ま
す
か
。
次
の
ア
、
イ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
示
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
議
み
抵
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
隷
で
請
し
た
り
を
側
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

７
　

「
あ
の
Ｂ
か
ら
数
日
が
過
き
た
。
」
に
線
け
て
、
表
現
を
工
夫
し
て
書
き
な
さ
い
ぅ

イ
　
あ
な
た
が
ア
で
書
い
た
表
現
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
奥
体
的
に
書
き
な
さ
い
。

ア

　

あ

の

Ｂ

か

ら

数

日

が

通

Ｆ

た

。

イ
団
一　
あ
の
奮
も
僚
は
，
君
の
部
屋
の
本
機
の
隅
ｒ
じ

っ
と
持

っ
て
い
た
、
ほ
こ
り
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
。
中
学
生
に
な

っ
て

か
ら
、
君
は
オ
ン
ラ
イ
ン
群
書
を
使
う
よ
う
に
な

っ
た
。
黙
市
は
よ
く
、
中
を
付
け
た
り
、
書
き
盗
み
を
し
た
り
Ｌ
て
く
れ

た
の
に
。
清
と
の
距
患
は
、
す

い
ぶ
ん
逮
く
な

っ
て
し
〓

っ
た
。

□
一　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
だ
と
、
種
数
の
器
書
に
ア
ク
セ
ス
で
を
る
か
ら
、
ア
プ
レ

ッ
ト
塙
木
だ
け
を
持
ち
運
べ
ぼ
よ
い
。
単
録

さ
え
入
力
す
れ
ば
、
載
セ．を汽
凛
敬
４
常
】
↓
勢
尉
襲
真
Ｈ
■
■
４
叫
ヽ
か
さ
ば
ら
な
い
し
。
君
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
便
利
な

の
だ
ろ
う
。
侯
な
ん
て
、
こ
の
と
〓
忘

れ
ら
れ
て
し
と
う

の
か
な
。

国
一　
そ
う
考
え
て

い
た
と
き
、
君
は
模
を
手

に
取

っ
た
。
学
校
に
′
ブ

レ

ッ
ト
を
置

い
て
き
た

の
だ
ろ
う

か
。
人
Ｌ
よ
り
だ

っ

た
か
ら

、
僕
は
び

っ
く
り
し
、
溝
は
ほ

こ
り
で
大
き
な
く
Ｌ

，
み
を
Ｌ
た
。
に

こ
り
だ
ら
け

の
侯

に
顔
を
し
か
い
た
け
れ
ど
、

衡
友
も
べ
‥
ジ
を
燥

っ
て
は
、

い
ろ

い
る
■
言

葉

の
意
味
を
綱
べ
て
い
た
。
当
黙
、

い
つ
も
と
け
は
時
間
が
か
か

っ
て
い
ら
，

瀾

べ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
言

葉
だ
け
で
な
く

、
雄
く

に
あ

る
言
葉

に
も
韓
を
引
き
、
意
味
を
難
終
す
る
君
。
意
味
淵
べ
が
騰

わ

っ
て
も
，
君
に
侯
を

い

つ
も
の
場
所

に
戻
さ
な
か

っ
た
。
し
ば

ら
く
ペ
ー
ジ
を
揉
り
、
小
学
生
の
と
と

に
中
を
付
け
た
言

葉
や
書
き
込
ん
だ
≡
策
を
読

み
返
し
て

い
た
。
灌
は
，
ち
た
り
た

衰
怜
を
し
て

い
た
。
襟
は
自
分
が
路

め
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
た
。

日
一
あ
の
慣
か
ら
軟
掛
が
道
ぎ
た
。

<状況と課題>

□四の正笞率は46.4%であり、全国平均との差は-2.9ポイントでした。また、無

解答率は13.7%で した。解答の吠況をみると、3害」の生徒は表現を工夫して物語の最

後の場面を書くことはできたものの、自分が書いた表現の効果については、解笞するこ

とができていませんでした。

倒置法や体言止めなどの表現技法や描写の良さについて、知識として習得するだけ

ではなく、自分のレポートや意見文などの中で、明確な目的を持つて使うことに課題が

あると者えられます。

☆正笞率 (%)
<自身の授業改善のポイント>

全国 49.3

本県 46.4

市町

自校

11



中学校数学

O用語の意味を正しく理解する R5重点課題
・最頻値や四分位範囲など、用語の意味を理解しているかどうかをみる問

題です。

□  海斗 さん と咲希 さんは、安全性 を高めるためにセ ンサーで陳筈物 を
感知 して止まる自動車力

'あ
ることを知 り、興味 をもち ました。

そこで、車型 ロポ ッ ト用のプログラムによってた らせ ることので き

る車型 ロポ ッ トを使 って実験 をす ることに しま した巨

10cmの 位置から進んだ,便離について調べた結果

15 19

20 20

19

21

19 10 19 19 10

21 22 22 22 22

20  20

24 24

(単位 :cm)

(1),Oomの 位置 か ら進んだ距離 について調べた結果 をもとに
10o■,の 位量か ら進 んだ博:瑠「の最張値 を求めなさい。

(3) 
設定した位置から進んだ距離の分布

とO clll

'CO Tlil

を(〕ゆC膚 i …

1 2 3 に,1ェ )

コ
iを定した位置から逃んだ確聴 (cin)

最小値
,H雰柱数 中央値

43
VЧ 分位数

歯
'大
値

10cm 15 19   20

IS 1_9

段階 1の 速さで、障を物からの距巌を 1 0 cni、  1 00 cliを 、 200 cn

と長くしていくと、知雰岳絶角はどぅなりますか℃設定した位置か

ら進んだ距離の分布から識み取り、Tし いものを下のアからオまで
の中からとつ選びなさい。

☆正笞率 (%)
(1) (3)

全国 74.3 48.5

本県 70.6 46.1

市町

自校

ア ,晴 分位純 l用 はだんだん大きくなる。

イ 四分位範囲はだんだん小さくなる。

ウ ロ分位範囲 1■ 大 きくなって、小 さくなる。

工 四分位範囲は小 さくなイ,て 、大 きくなる。

オ 出分位縫囲は変わらない
`

正答 :1.9

正答 :オ

5

【参考】令和5年度 調査問題

士子 SO m自 盛彰のE保の  ア  に 1よ 最小の肘競から2000,)ユ 上
30001'米 携の階機までの身嶺賞策力f入 つます歩 ア  に大み

“

を

図 (1)lo6ユ キ～1975年 9倒 分位槃囲を求めなさい,

1961年～

1ゃ 7614～

1000年

競巧ヽすl
第ユ

IЩ ttI立歓
中央狙

学3

憂分世無
煙大韻

HO〔

'lT―20054

2006年 ～

2020¬ !

7

,離

鸞41,)

(累積度数)、 (四分位範囲)

女子SO ni自 由形のR強

残徴 (人 )黎 1)1'■ ■ (人 )

<状況と課題>
依然として、用語の意味を正しく理解することに大きな課題ズ〕ヾあるようです。

昨年度調査の匝](累積度数)や匡](四分位範囲)の結果を踏まえ、重点課題としまし

(1)、 (3)の結果をみると、改善が進んでいない状況にあると言えます。

の中で獲得した知識や技能が、自分のものとして使えるようになるまで、授業や授業外

の学習を通して十分に定着が図られていないことが浮き彫りとなりました。

7

1 5 (確率)の結果からは、授業

たが、

また、 (連続する2つの偶数)や□ (等式変形)、

<自身の授業改善のポイント>

12



8 (2)問題解決の方法を数学的に説明する
・1次関数を用いて、事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に

説明することができるかどうかをみる問題です。

回  第一中学校の文化祭では、会場の体育館を暖めるために、灯油を盤
料とする大型のス トープを設越します。文化祭事日は、体育姉を6時

間使用します。文化祭の実行委員の結衣さんは、 18し の灯油が入った

ストープの使チ尋計画を立てることになりました。ストープの説明音に

は、次の情学ilが書かれています。

ストープの使用時間と灯油の残量

説明書の情報

ストープの設定

1時 間あた りの灯油使用量 (し )

結衣さんは、ストープを6時間使用して、 18Lの 灯油をちょうど
使い切るように、「獣」と「弱」の設定の組み合わせを考えることに

しました。そのために、 181フ の灯油が入ったストープの「強」の場

合と「耳|こ の基,合 について、ストープの使婿時ド蜀と灯油の残祉の関係

を:旧べることにしました。

そこで、結衣さんは、説明書の情報の 1時‖1あ たりの灯油強
'‖

量は

常に一定であるとし、ス トープを使用し始めてから r時間経過したと

きの灯油の残景をvLと して、「西i」 の場L今 と「弱」の場合のどと′
の関係をそれぞれy=18-4,、 夕=18-25ど と表しました。そし
て、この 2つ の式をそれぞれ♂=-4r+18、 v=-25,■ 18と
表し直し、次のベージのようなグラフをかきました。

☆正笞率 (%)

全国 1 7 1

本県 16.2

市町

自校

「強JのナォJ合の式 y=-4ど 1と 8
「,,lJ」 の場合の式 υ=-25T+18

くと)

20
18

16

14

12

10

8

6

4

2

0 12345678
(時間)

「蛍」
のグラフ

(2)前 ベージのストープの使用時間と灯油の残量から、ストープを使
用し始めてから18Lの 灯油を使い切るまでの「強どのチ,シ合と「弱J
の場合の使用時,野の進いがおよそ何時 F町 になるかを考えます。 ドの
ア、イのどちらかを選び、それを,‖いて「研1」 の場合と「弱」の

'身

合のストープの使用幣「辱の速いがおよそ何時間になるかを求める方

Vtを 説明しなさい。 7、 イのどちらを選んで説明してもかまいませ

ん。また、実際に何ltt F母 かを求める必要はありません。

ア 「強」の場合の式 ′=-4,十 二8と 「弱」の場合
の式 〃=-2.5♂ +18

イ 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフ

正答例 :アを選択して

(説明)「強」の場合の式と 喝ヨ」の場合の

式について、それぞれの式にy=0
を代入し、xの値の差を求める。

強

40 25

<状況と課題>
ス トープを使用 し始めてから 18Lの灯油を使い切るまでの「強」の場合と「弱」の

場合の使用時間の違いがおよそ何時間になるか求める方法を、グラフや式を用いて説明

する本間の正笞率は 16.2%であり、全問題の中で最も低い結果でした。

解笞の状況をみると、グラフや式を用いて説明しようとしてはいるが、適切なものと

なつていないことが分かります。問題解決の過程において、2つの式をどのように用い

るのか、あるいは、2つのグラフのどの部分に者目するのかという数学的に説明するこ

とについて課題があると考えられます。

<自身の授業改善のポイント>
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4 各市町の状況

(全国平均以上の場合 「十」表示)

校種 小学校 中学校

教科 国語 算数 国語 数学

長崎市

佐世保市

島原市 + +

諫早市

大村市 +

平戸市

松浦市

対馬市

壱岐市

五島市 +

西海市

雲仙市 +

南島原市

長与町 + + + +

時津町 + + + キ

東彼杵町 +

川棚町 +

波佐見町

小値賀町 + + キ

佐々町

新上五島町 十

※県立中・特別支援学校を除く
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